
府民の公共施設として、地域と調和し、オープンなイメージを持った庁舎
○幹線道路の歩道から連続する、安全で開放的な歩行者空間としてのアプローチから
エントランスまわりの外構、建築計画。
○周辺の住宅地環境に配慮した建物配置、高さ設定を行い、地域と調和し、共存する
庁舎。
○バリアフリー、ユニバーサルデザインを念頭に置いた、誰もが利用しやすい建築計
画。

多様化する社会に対応できる警察署としての機能が十分に発揮できる庁舎
○緊急時、非常時等における機動性が十分に発揮できるゾー二ング、および動線計画。
○署内の連携が図れ、かつ各部門の特性に応じた合理的なフロアー構成、平面計画。
○シンプルで整形な平面構成や、室内の柱が少ない大スパンの構造計画を活用した、
将来の変化にも対応しやすいフレキシビリティの高い計画。
○採光や防音に配慮するとともに、明るく開放感のある署員が快適に執務できる内部
環境。

◼ 所在地 大阪市福島区吉野三丁目
◼ 敷地面積 1,927平方メートル
◼ 延床面積 5,208平方メートル
◼ 構造階数 鉄骨鉄筋コンクリート造 地上６階建
◼ 工事期間 平成26年６月から平成28年２月
◼ 設 計 株式会社日建設計
◼ 施 工 株式会社ＮＩＰＰＯ
◼ 請負金額 1,300,000千円

府警施設大阪府福島警察署


